
７
月
４
日
に
東
京
・
芝
公
園
の
機
械
振
興
会
館
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
た

日
本
産
業
機
械
工
業
会
提
供

　
日
本
産
業
機
械
工
業
会
主
催
、
経
済
産
業
省
後
援
に
よ
る
「
第

回
優
秀
環
境

装
置
表
彰
」
の
対
象
装
置
お
よ
び
受
賞
者
が
、
こ
の
ほ
ど
決
ま
っ
た
。
同
表
彰
事

業
は
優
秀
な
環
境
装
置
や
シ
ス
テ
ム
を
表
彰
す
る
こ
と
で
、
環
境
保
全
技
術
の
研

究
・
開
発
と
環
境
装
置
の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
今
回
は

経
済
産
業
大
臣
賞
が
贈
ら
れ
た
三
菱
重
工
業
の
「
燃
焼
排
ガ
ス
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
回

収
装
置
」
を
筆
頭
に
８
件
が
栄
誉
に
輝
い
た
。

環
境
保
全
技
術
の
開
発
・
普
及
を
促
進
第
回
優
秀
環
境
装
置
表
彰
日
本
産
業
機
械
工
業
会
主
催

高
効
率
真
空
式
ガ
ス
温
水
ボ
イ
ラ
（
Ｇ
Ｔ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
）

合
流
式
下
水
道
改
善
の
た
め
の
簡
易
型
繊
維
ろ
過
施
設

日本産業機械工業会会長賞
アタカ大機日本サーモエナー

８
件
が
栄
誉
に
輝
く
独
創
性
、
安
全
性
な
ど
審
査

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ７月２５日 木曜日 　　

　
日
本
サ
ー
モ
エ
ナ
ー
が
１

９
７
４
年
か
ら
発
売
し
て
い

る
真
空
式
温
水
ボ
イ
ラ

バ

コ
テ
ィ
ン
ヒ
ー
タ
ー

は
、

取
り
扱
い
に
公
的
な
免
許
や

資
格
を
必
要
と
せ
ず
、
高
効

率
で
耐
久
性
に
優
れ
て
い

る
。

　
Ｇ
Ｔ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
は
ガ
ス

焚
き
専
用
に
設
計
を
見
直

し
、
ボ
イ
ラ
効
率
を

％
ま

で
高
め
た
。
エ
コ
ノ
マ
イ
ザ

を
追
加
す
る
と
、
ボ
イ
ラ
効

率
が
１
０
５
％
を
超
え
る
温

水
シ
ス
テ
ム
に
な
る
。
一
般

的
な
温
水
ボ
イ
ラ
の
実
用
運

転
負
荷
率
は

―

％
。
従

来
の
温
水
ボ
イ
ラ
で
は
、
運

転
負
荷
率
が
下
が
る
に
つ
れ

て
、
ボ
イ
ラ
効
率
が
低
下
し

て
い
く
傾
向
が
あ
っ
た
。
同

シ
リ
ー
ズ
は
タ
ー
ン
ダ
ウ
ン

比
の
広
い
バ
ー
ナ
を
搭
載
し

た
こ
と
で
、
実
用
運
転
負
荷

で
も
高
い
ボ
イ
ラ
効
率
を
保

持
で
き
る
。
こ
の
バ
ー
ナ
は

―
１
０
０
％
の
全
負
荷
域

で
幅
広
い
燃
焼
範
囲
を
確

保
。
窒
素
酸
化
物

Ｎ
Ｏ

Ｘ

排
出
値

Ｏ
２

０
％

換
算
値

は

レ
ベ
ル
で

あ
り
、
優
れ
た
燃
焼
性
能
を

発
揮
す
る
。

　
ア
タ
カ
大
機
の
「
合
流
式

下
水
道
改
善
の
た
め
の
簡
易

型
繊
維
ろ
過
施
設
」
は
、
雨

天
時
の
下
水
処
理
場
や
ポ
ン

プ
場
か
ら
の
放
流
汚
濁
負
荷

量
を
削
減
す
る
簡
易
型
の
濾

過
施
設
だ
。
水
槽
は
前
処
理

部
と
濾
過
部
で
構
成
さ
れ

る
。
前
処
理
部
で
浮
上
お
よ

び
沈
降
作
用
に
よ
り
、
き
ょ

う
雑
物
を
除
去
、
濾
過
部
で

は
上
向
流
で
濾
過
通
水
し
、

繊
維
濾
材
に
よ
り
細
か
い
浮

遊
物
質

Ｓ
Ｓ

な
ど
を
濾

過
除
去
す
る
。
新
設
に
限
ら

ず
最
初
沈
殿
池
な
ど
既
存
施

設
を
改
造
し
て
設
置
可
能

で
、
Ｓ
Ｓ
・
Ｂ
Ｏ
Ｄ

汚
濁

負
荷
量
の
指
標

除
去
率

％
以
上
、
き
ょ
う
雑
物
除
去

率

％
以
上
の
処
理
能
力
を

有
す
る
。

　
同
施
設
で
利
用
す
る
繊
維

濾
材
は
空
隙
率
が
高
く
、
濾

く
う
げ
き

材
体
積
当
た
り
の
Ｓ
Ｓ
捕
捉

量
が
多
い
た
め
、
濾
過
継
続

時
間
が
長
い
。
非
常
に
シ
ン

プ
ル
な
構
造
で
付
帯
設
備
も

少
な
く
、
建
設
費
お
よ
び
維

持
管
理
費
の
抑
制
が
可
能

だ
。

　
日
本
産
業
機
械
工
業
会
の

優
秀
環
境
装
置
表
彰
は
、
１

９
７
４
年
度
に
「
優
秀
公
害

防
止
装
置
表
彰
事
業
」
と
し

て
開
始
し
た
。

年
度
か
ら

は
地
球
環
境
保
全
を
考
慮
し

た
装
置
も
表
彰
対
象
に
加
わ

り
、
名
称
も
現
在
の
「
優
秀

環
境
装
置
表
彰
」
と
変
更
さ

れ
た
。
今
回
で

回
を
数
え

る
伝
統
あ
る
表
彰
制
度
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
表
彰
の
対
象
は
事
業
活
動

や
そ
の
他
の
人
の
活
動
に
よ

っ
て
生
じ
る
汚
染
な
ど
を
除

去
、
軽
減
ま
た
は
発
生
を
防

止
す
る
た
め
の
装
置
な
ど
、

環
境
保
全
に
貢
献
す
る
も

の
。
分
野
は
大
気
汚
染
防
止

装
置
、
水
質
汚
濁
防
止
装

置
、
廃
棄
物
処
理
装
置

再

資
源
化
装
置
含
む

、
騒
音

・
振
動
防
止
装
置
、
悪
臭
処

理
装
置
、
土
壌
・
地
下
水
汚

染
修
復
装
置
、
そ
の
他
地
球

環
境
保
全
に
関
す
る
装
置
の

七
つ
。
た
だ
し
、
移
動
発
生

源
に
関
わ
る
も
の
と
、
環
境

測
定
機
器
類
は
対
象
と
し
な

い
。
ま
た
、
実
証
プ
ラ
ン
ト

を
含
め
原
則
６
カ
月
以
上
順

調
に
稼
働
し
た
実
績
が
要
求

さ
れ
る
。

　
審
査
は
関
係
法
令
の
規
制

値
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
技
術
の
独
創
性

・
耐
久
性
・
安
全
性
・
維
持

管
理
の
容
易
さ
な
ど
を
含
む

装
置
性
能
、
製
造
・
稼
働
上

の
経
済
性
、
将
来
の
普
及
性

の
観
点
か
ら
評
価
す
る
。

　
審
査
委
員
会
で
は
、
ま
ず

予
備
審
査
を
行
い
、
そ
こ
で

高
位
の
評
価
を
得
た
装
置
に

つ
い
て
、
実
地
調
査
を
含
む

詳
細
な
審
査
を
実
施
す
る
。

入
賞
候
補
を
選
定
後
、
最
終

的
な
総
合
審
査
で
、
各
賞
が

決
定
さ
れ
る
と
い
う
慎
重
で

厳
正
な
手
順
が
踏
ま
れ
る
。

　
今
回
は
昨
年

月

日
に

募
集
を
開
始
し
、
今
年
１
月

日
に
締
め
切
ら
れ
た
。
応

募
件
数
は

件
。
部
門
ご
と

に
み
る
と
、
水
質
汚
濁
防
止

装
置
８
件

３
分
野
で
の
申

請
１
件
含
む

、
廃
棄
物
処

理
装
置
６
件

同

、
そ
の

他
地
球
環
境
保
全
装
置
２

件
、
大
気
汚
染
防
止
装
置
１

件
、
悪
臭
処
理
装
置
１
件

３
分
野
で
の
申
請
１
件
含

む

な
ど
。
こ
れ
ら
の
中
か

ら
表
に
示
す
８
件
が
各
賞
に

輝
い
た
。

　
経
済
産
業
大
臣
賞
、
経
済

産
業
省
産
業
技
術
環
境
局
長

賞
、
中
小
企
業
庁
長
官
賞
、

日
本
産
業
機
械
工
業
会
会
長

賞
に
加
え
、
経
済
産
業
大
臣

賞
、
経
済
産
業
省
産
業
技
術

環
境
局
長
賞
、
中
小
企
業
庁

長
官
賞
を
受
賞
し
た
装
置
の

研
究
・
開
発
に
携
わ
っ
た
開

発
者
に
対
し
て
、
日
本
産
業

機
械
工
業
会
会
長
よ
り
表
彰

す
る
。


